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令和 2年 4月 15日

新コロナウイルスの感染者数について（4）

野添コミセン館長 三宅明

今 1 人の人が新コロナウイルスに感染して、その人がある一定の期間に N 人に感染さ

せるという最も簡単なモデルで 1日の感染者数の変化を考えてみた。

y＝ N(x/d) …①

①式に適当な Nと dを与えて 4月 10日が 660人になるように考えた。
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仮に 1 人の人が 2 人に感染していくと考えても、3 人に感染していくと考えてもその期

間を変えていって最終的に 4 月の 10 日に 660 名ほどになるとすると結果は同じになるこ

とが、先ほどの表から分かる。

従って N＝ 2にすると d＝ 6.4で近似されることになる。

y＝ 2(x/6.4) …①’

①’式の意味は、1 人の感染者から 2 人の感染者が出るまでに 6.4 日かかり、4 人にな

るまでに 12.8日、8人になるまで 19.2日かかると言うことである。

つまり 6.4 日経つごとに２の倍数で 2,4,8,16,32,64,128,256,552,1024 というように 1 日の

感染者数が推移していると言うことになる。

これを実際の数字と合わせてみると
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これらのモデルは、あくまでも 1人の人が 2人に感染させるというモデルなので

1日の感染者が 1024人になるまで 64日かかる。またこのまま増えていけば、128日で

1,048,576人になり、192日で 1,073,741,824人と増え続けることになってしまう。

一方日本の人口は今は約 1億 2000万人ほどである。

このモデルには大きな欠陥があり、初期の間は近似できても人口の 1万分の 1くらいま

では誤差の範囲で増え続けるかもしれないが、その後は減速していくはずである。

あくまでも 4月 10日ぐらいまでの数字だけから類推しただけのことである。

それでも現在は 2 倍になるのに 6.4 日という勢いで 1 日の感染者が増加していることは

間違いない。これが、2倍になるのに時間がかかるようになることを願っている。
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